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し
む
可
き
も
の
で
あ
る
と
說
ぐ
。(

iD4
^
,
'ル.27

,
7

彼
れ
に
從
へ
ば
、
吾
人
に
し
て
蒗
し一

般
の 

衣
版
.經

濟

書

解

題

， 

.

.

.

.

、
‘

， 

、
九 
一

(

ニ
六
三)



差
額
に
：I

利
看
處
の
程
度
迄
域
が
貿

■

當
す
る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
ばV

'

戰
爭
の
經
費
と
長
さ
と
f

 

、
す
翁
が
大
で
は
な
い
で
.

f
ぅ
。
.
5

、
.宜
く
麻
保
せ
ら
れ
た
質
S

戰
■

持
續
€

'き
.が
遺
：で
あ
る
o
長
期
戰
を
支
持
す
る
が
爲
め
に
は
‘
諸
粗
税
は
隊
民
の
上
^

.fe
^

^
ハ
而
し
て
、
，
是

れ

等

の

も

の

が

平

等

に

課

せ

ら

れ

：る
際
，に

は

か

そ

は

是

れ

に

由

づ

.て

.ー
 

'層
落
易
に
，且
つ
長
ぐ
、
又
辛
抱
ぷ
く
忍 

ば
.香
含
で
あ
る
,
即
ち 

>
:大
な
る
暮
を
搬
ぶ
■

當

然

寧

ろ

之

 

れ
+を
其
の
双
肩
に
檐
つ
て
、
金
肢
を
し
.て
：其

：の
重
量
の
：芷

當

為

る

此

率

を

* :
爝
せ
し
缸
可
き
.で
あ
る
o
,
, 

(vbidv.p. 

2
9
.
so
'道
次
の
：
戰

，
 

役
に
於
^
て

..

.政
府
に
歲
入
.を
供
給
Iす
る
の
手
段
方
法
.は
潰
易
.に
影
響
す
■.る
所
餘
を
、

大
..

な』

^
^

實
に
パ
國
民
の
‘福
利
ば
賀
易
の
繁
%
に
依
存
す
る
'こ
と
極
め
て
大
な
る
も
.の
で
.あ
る
0..(

§
^

て 

W 

次

：'
高
利
を
.以
つK

I
.

般
社
會
を
食
ひ
藉
す
も
わ
、义
拔
を
ん
て
f
府

損
寄
を
加
ふ
t

の
、
.永
續
的
利
子
I
Q重
荷
S

家

：傷

は

し

む

る

も

宕

長

期

戰

：の

財

源

.た
ら
し
む
：る

套

反

對

す

.る
0(ibid

.

P
'
P
N 

.

;:.
.. 

ノ

:;
' 

へ
'
'
:
'
ぺ
;'
バ
々
：

'
v
:
v

;

.

,

\

(

v
,
.
. 

■

:

:

.
彼

れ

讨

、

光

榮

革

命

の

初

め

：
に

下

院

に

交

付

せ

ら

れ

：た

算

定

に

從

<>
'

ラ
 

§
00
.

)

、
. 

漉

へ

て

，
の

徵

漱

費

を

餘

^
:せ
る
歲
人
の
塞
部E

を
擧
げ
、
次
い
で
、同
じ
く
亀
べH

の
徵
收
費
を
除
外
せ
る
現
钜
に
^ ：
け
る
：歲
、
の
主
. 

■要
'̂
門
を
揭
げ
現
在
の
歲
入
は
到
甚
戰
費
を
供
す
る
で
と
能
.は
ざ
る
も
.の
'で
.あ
つ
.て
、
不
足
額
は
他
の
.；財
^

ぬ
の
で
.あ
I

、
而
も
其
の
或
|

は
國
民
：に
取
っ
.て
甚
だ
.し
く
有
零
あ

1

觀

|
^
^

見
越
し
、
'若
レ
く
は
長
期
公
債
：に
ょ
つ
七
國
丰
餐
幣
を
與
.へ

る

益

る
。
' 利
附
公
俄
は
恐
ら
く
暫
く
は
貨
幣
を
調
達
す
る
好
箇
の
便
法
：で
あ
ら
夏
：，
而
も
、
寧
々
：利
用
せ
ら
れ
I

I

、
國

星

る

有
害
な
：る
結
果
を
坐
ず
可
き
：で
あ
ら
ぅ
。
へ
蓋
し
、
ネ
は
貸
幣
を
し
て
.々
が

常

：に

最

も

ょ

く

W

國
射
：利
益
に
使
用
せ
ら
岑
V
貿
易
の
水
路 

か

ら

轉

向

：せ

し

む

る
&
と
餘
»)
::
に
.多
き
.が
|
め
.，.で
あ
る
。
c

â.
.
r
p
,
:
4
:
2
.
.
i
o

ビ

ー

ル

及

び

H

1
ル
.に
對
す
を
消
費
税
^
九
片
增
如
す
る 

は
明
：が
に
此
一
の
部
pi
の
國A

の
收
入
を
損
傷
す
る
。
頻
タ
た
る
入
頭
.税
：の
'賦
課
は
鬼
心
を
し
：て
政
府
を
»
れ
し
む
る
の
處
れ
あ
る
も
の 

:

で
あ
^
。
新
關
税
及
，び
噸
税
は
貿
易
を
害
す
^
も
か
と
思
惟
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
:*
最
後
に
.、
.
.月
：々
.の
査
定
に
ょ
る
地
粗
は
不
平
等
に 

課
せ
ら
れ
各
の
觀
が
あ
.り
、
：.又
、
1
磅
に
1
ぎ
四
志
の
.
'磅
：税

は

國

民

：の
.上
に
木
平
等
に
«
鄭

せ

ら

る

、

の
.觀
あ
る
も
：
の
で
あ
る
。 

(
i
b
i
f

 V
P
.

 40-41

O -。
V

,

,

■

.

:

ノ

•
斯
ぐ
.て
、
.：ダ
ヴ
.Jt
ナ
.ン
ト
は
、
内
國
消
費
税
を
.以
つv

長
期
*
に
際
し
て
政
府
.を
支
持
す
る
最
も
適
當
な
る
財
源
た
る
：

9

観
あ
る
も 

の
と
主
張
す
る
。
_
し
、
.是
作
等
の
も
の
ゆ
全
賸
：の
上
‘
平
等
に
賦
課
|

れ
、
猶
し
て
ー
.般
公
衆
の
大
：な
る
：欲
望
に
.
1例

营

.大
な 

る
高
を
生
ず
可
き
‘が
故
で
あ
多
0 '

竈
税
簿
に
徵
し
て
、
英
國
の「I

翁

ば

凡

^1

百
三
十
萬
な
る
^
 ̂

一
家
六
人
と 

看
做
し
て
i
英
國
民
は
約
七
.百
萬
と
篤
.定
せ
ら
る
、
を
得
可
き
.で
あ
る
。
サ
1

•ゥ
ィ

リ

ア

ム

，
ベ
チ
.ィ
は
、
人
類
の
普
通
の
集
團
を
以 

っ
.て
、
彼
れ
等
の
榮
養
及
び
總
ぺ
て
の
種
類
の
生
計
^
平
均
一
人
1
箇
年
凡
そ「

七
廳
.を
消
費
す
|る
^
の
と
計
算
す
る
。
，這
般
の
11
算
に 

據
つ
：て
、
年
'々
英
吉
利
に
.於
い
て
凡
そ
四
千
九
百
藤
が
消
廣
せ
ら
る
、
の
觀
が
あ
る
。
其
の
M
、倫
敦
に
.於
け
る
：地
所
及
び
諸
賃
子
は
' 

是
れ
等
め
も
の
が
現
在
の
’御
用
金
に
於
い
て
支
拂
ふ
两
に
從
へ
ば
、

一
千
名
癖
以
上
に
出
.で
.ざ
；>6
が
如
く
で
あ
る
0
.
而

し

て

貧

晶

は

現 

今
六
.百
萬
と
見
積
ら
る
4

得
：！̂
き
で
あ
る
。
他

S

一
千三

}®

磅
は
知
識
技
術

'
勞
働
"
勤
勉
'、
加
工
、
外
國
品
の
小
賣
並
び
忆
自 

國

貨
物
の
：
賣

買

れ

ら
.消
費
せ
あ
れ
る
。
斯
く
.

V
、

人
民
に
課
税
す
る
に
際
し
て
、
•吾
人
は
是
れ
迄
は
主
•と
し
て
.英
國
の
國
力
の
凡
•そ
三 

分
の
：一
た
る
土
也
及
び
外
國
質
易
に
依
賴
し
、
而
し
て
«
の
谫
カ
の
他
の

一一

一
分
の
一
へ
一
を
逸

g

ぜ

;u
め
^
の
.で
あ
る
タ
斯
く
て
、
高
利
貸
、
 

.

:
家
、
職
人
及
び
小
賣
業
者
並
び
.に
.再
人
の
惡
德
及
び
奢
侈
：に
;̂
つ
て
き
已
を
_
持
す
る
鮮
れ
.と
國
內
に
於
い
て
最
も
^

 ̂

古
版
經
濟
嘗
解
題
:

.

ニ
S
 : 

(

ニ
.六
.五)



丨̂

版

純

濟

書

解

題• - 
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四

‘(1 『

山、V V

最
も
確
f

る
利
得
及
び
利
f

取
得
す
衾
の
總
べy

は

殆

ん

慕

S

持
に
S

す
る
所
が
な
いQ

p
t

。

響

は

、
其
の
總 

ベ
て
を
し
て
國
^
消
費
税
に
よ
つ
て
、
彼
れ
等
の
共
同
負
婚
の
分
^
を
觀
ふ
に
，至
ら
し
め
ら
る
可
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。(

藍

，、
V 

.

12Q-12200 

. 

>

'英
瀬
内
.に
存
ず
る
百
三
十
‘萬
戶
の
^

q

s十
萬
姓
煙
.突
.
5
 

あ
る
。
是
れ 

等Q

も
：.の
、
大
多
數
が
®
困
な
る
家
族
で
^
り
、
飱
ん
ど
如
何
故
る
：租
税
に
も
貢
献
す
か
匕
と
の
；な
い
も
の
.で
：t>
.る
と
趣
像
す
る
も
猶 

^
;

他
の
八+

萬
の
家
族
に
：し
ズ
、飾
々
：な

,0
.
也
每
#
侧
.百

,y
v
十
萬
勝
に
達
す
可
含
で
あ
る
O

M
も

-'
'
'富
者

，の

消

费

す

る

所

と

貧

民

:^
消

費

す

る

所

と

ゎ

間

に
.存
す

る

不

平

均

は

.典 

め
；廣

着

そ

：
て

賀

民

め

上

：に

は

輕

易

に

、
，
又

、

i

り
富
裕
な
る
階
級
の
上
允
は
進
し
く
苛
重
な
ら
し
め
ざ
^
可
き
で
あ
^
^
^
^

1
2
2
-
1
2
3
0

プ
總
べ
て
の
政
府
ぼ
、，
よ
り
富

注
意
を
拂
は
な
奶
れ
ば
な
ら
ぬ
6
而
し
て
施
行
萁
の
査
し
き
令
得
た
有
效
健
聋
な
る
諸
法
規
に
よ
づ
て
這
般
の
法
意
が
充
分
に
行
は
れ 

た
為
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
坐
活
.の
必
要
ロ
§
は
貴
民
.に
對
し
て
著
し
::
<
低
廉
と
.な
&
、
彼
れ
等
は
消
費
税
を
：支
挪
ふ
.
.も
尙
ほ
.現
在
：に
か
け
る 

よ
り
も
.

一(

層
の
安
易
と
充
實
と
を
享
有
し
縛
可
き
で
.あ
るo 

:消
費
税
の
：賦
課
に
適
す
る
貨
物
は
純
然
た
る
奢
侈
'品
で
あ
る
0-
蓋
し
.
貧 

民
は
是
れ
に
由
つ
て
影
響
せ
ら
る
i
こ
と
最
も
少
な
き
が
故P

あ
る
o
然
し
な
が
ら
、
斯
：-<
の
如
き
性
質
の
物
陣
は
容
積
が
小
で
あ
つ
. 

て
、
：容
易
に
隱
谣
せ
一
ら
れ
、
相
異
れ
る
名
鹅
の
商
人
に
よ
つ
バ
て
販
资
せ
ら
る
八
が
^
に
ハ
其
の
製
造
、販
寶
及
び
小
賣
を
塗
ず
る
が
爲 

め
に
多
數
の
官
吏
を
要
す
る
。
而
も
猶
ほ
、ダ
ヴ
' K .

ナ
ン
ト
の
，意
見
に
據
れ
ば
、英
國
の
總
べ
て
の
浮
華
品
及
び
*
侈
品
に
對
す
る
課
税 

は
ン
齊
通
想
像
せ
ら
る
X

，•り
も
其
の
徵
收
に
官
吏
を
要
す
.る
こ
と
：遙
か
に
少
な
く
.、
叉
闹
難
少
な
き
を
得
可
き
で
あ
る
。(ibid., 

§
*, 

1
2
.
9
-
1
3
^
^

れ
ボ
從
へ
ばC

掘
消
费
税
は
？
：英
國
の
諸
法
規
が
未
だ
曾
つ
て
克
服
す
る
，

C
-
U
,

を
得
な
か
つ
た
種V

な
る
：奢
侈
を
打

J 

- 

, 

, 

.
■

.

.
ダ
-. 

.... 
一

：

,

” 
ニ
 

. 

. 

.

1*
. 

.

. 

4 

.•
*■/
*'<
*

紙
す
る
の
か
段
た
ら
しめ
'急

；>
を
得
可
き
も
容
あ
る
以
ク
て
，

社

會

に

取

っ

て

有

昶

^

&
藤
ず
の
見
解
を
排
し
':
"
這

般

：の
課
税

が

：多

掌
(7
>
貨

繁

：し

て

萁

の

澈

 

. 

.假

觉

是

れ

に

由

A
て
|
般
の
：著
侈
が
抑
壓
.せ
ら

れ

、

國

民

、が
更
ら
：
に

勤

儋

に

«'
如

し

審

る

、
を
得
：た
な
^
 ̂

國
#
公
,
に
驭
っ
‘て
蠡
す
る
所
大
技
を
对
ー
き
で
あ
ら
ぅ
と
說
い
.て

ゐ

冷

*
民
を
救
濟
じ
而
し
て
彼
れ
等

 

を
_

振
幕
杧
從
事
せし

：.

む
：る
に
*;
す
可
含
紙
べ
'て
^

 ̂

て
ょ
り
輕 

媒
於
吸
じ
.む
可
き
で
あ
る
ズ
.
1
:
.
,

ャ

^

0
。

':
广

■

/,
:

•

.

'••
■

ハ
'彼
；̂
は

象

■
' 

:
1般
齡
信
仰

(0
自
由
、驗
に
叉
.有
效

に

外

國

人

を

自

國

に

招

致

レ

其

め

乂

：民

0

の
法
制 

れ
^.
つ

ぜ

露

國*
茫
し
てC

國
消
費
税
及
び
■，
ベ
で
の
攸
の
租
税
^
吏
：拂
ふ
こ

：：

と

を

得

せ.し
.む

る

に
,*
す

る

所

最

も

大

な

る

も

の

と

觀 

.る
0

A

Sは
_
象
の
：.眞
の
一
力
セ
あ̂;
富
一
で
：あ
る
：

o
:人
民

：が
國
土

 
：?:
•缺
く

方

が.國
土

が

人

民^.
缺 

り

も

：恐.ら
く

は

修

る

：
で

あ

ら

ぅ

。 

.へibid., 

pp..l43
「
1
4
i
o
/
^

'の
で
あ
っ
て
'
其
の
領
±
の

廣

复

若

し<;
ば

其
00
.威

土
0
'多
產

に
4
る
も
ゎ
：
で

拔

な

い
.
0:'
-人
ロ
稀
薄
な
る
國
々
に
於
_い
.て
は
、
其
の「

人

，
 

rtv
:
は
常
に
尊
大
、質
窮
、怠
惰
且
っ
柔
弱
■と
な
る
。
斯
く
の
如
き
品
質
は
一
國
民
を
し
て
外
國
に
服
從
せ
.じ
め
ず
ん
狀
止
ま
ざ
る
も
の
で 

あ
る
。(ibid., 

p.. 

1

4

0

0彼
れ
は
國
富
-の
极
本
原
因
を
以
つ
て
人
兒
を
.驅
っ
て
勤
勉
と
節
儉
と
に
赴
か
し
む
る
糊
密
な
る
人
ロ
に
存 

ナ
る
ど
說
ぐ
た
彼
ゎ
サ
1
*ゥ「：

ィ
r'
'T
A;
*
テ
ム
■ブ
ル
と
.同
.
.

一
:

の

思

想

を

抱

懷

サ

：

る

も

の

：
で
：あ
つ
^
:.
0(

昭
和
十
1パ
年
版
拙
著『

重
商
迷
義 

■經
濟
學
氣
硏
究
|
六
四
式
頁
谈
下
^

^)

。
":/
'
;ヴ
キ
：ナ

.^
ト
の
人
ロ
^;
說
に
對
す
る
寄
興
に
就
い
^
は
、
吾
: ^
ゅ
贄
っ

 ̂

作
を
引
用
し
て
之
れ
を
說
述
し
‘た
こ
と
が
あ
る
。(

同
書
六
六
三
f
五

豪

照〕

。
又
、
' 彼

れ

が
同
時
代
に
於
け
る
他
の
幾
多
の
論
者
と 

等
し
く
、
熱
心
に
外
人
招
致
策
を
提
唱
し
っ
、
t

Q
奮

は

、
第
十
八
世
紀
箭
に

.於
い
て
は
_

英
國
に
於
いV

.

す
ら
眞
の
賢 
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